
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

静
岡
県
　
橋
本
茂
次
　 

出
生
か
ら
入
隊
ま
で

大
正
二
年
一
月
二
十
五
日
小
笠
郡
中
村
西
之
谷
五
一
七
番
地

に
お
い
て
出
生
。
昭
和
二
年
三
月
中
村
尋
常
高
等
小
学
校
高
等

科
第
二
学
年
卒
業
、
昭
和
五
年
三
月
静
岡
県
立
小
笠
農
学
校
第

三
学
年
卒
業
、
昭
和
六
年
四
月
静
岡
県
蚕
業
試
験
場
蚕
業
講
習

生
と
し
て
入
学
、
昭
和
七
年
三
月
同
講
習
修
得
、
同
年
四
月
よ

り
志
太
郡
葉
梨
村
蚕
種
製
造
業
者
彦
坂
権
一
方
蚕
業
技
術
員
と

し
て
勤
務
。
昭
和
八
年
四
月
よ
り
五
月
ま
で
東
京
市
京
橋
区
片

倉
製
糸
紡
績
株
式
会
社
駿
東
郡
大
岡
村
蚕
種
製
造
所
蚕
業
技
術

員
と
し
て
勤
務
。
昭
和
八
年
五
月
よ
り
九
月
ま
で
静
岡
県
蚕
業

取
締
吏
員
と
し
て
静
岡
県
蚕
業
取
締
所
静
岡
支
所
勤
務
。
昭
和

九
年
四
月
よ
り
静
岡
県
小
笠
郡
、
榛
原
郡
養
蚕
業
組
合
蚕
業
指

導
員
と
し
て
東
山
口
村
所
在
養
蚕
実
行
組
合
駐
在
勤
務
。
昭
和

十
二
年
四
月
よ
り
土
方
村
所
在
養
蚕
実
行
組
合
駐
在
勤
務
。
昭

和
十
四
年
四
月
よ
り
南
山
村
立
青
年
学
校
指
導
員
勤
務
、
昭
和

十
五
年
八
月
農
業
科
一
科
目
に
つ
き
、
試
験
検
定
の
上
専
科
正

教
員
を
免
許
さ
れ
同
校
に
助
教
諭
と
し
て
勤
務
し
た
。

召
集
入
隊

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
三
日
臨
時
召
集
令
状
に
よ
り
、
十
二

月
十
八
日
中
部
第
六
部
（
騎
兵
第
三
連
隊
）
へ
入
隊
。
古
い
軍

服
、
襦
袢
、
跨
下
に
着
替
え
、
編
上
靴
に
履
き
替
え
て
毎
日
小

幡
原
で
演
習
を
し
た
。
自
分
は
速
射
砲
班
で
、
八
人
組
で
戦
車

を
撃
つ
練
習
を
し
た
。
三
月
末
、
一
期
の
検
閲
が
済
ん
だ
。

転

属

昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
を
以
て
満
州
第
五
七
三
七
部

隊
（
第
十
五
軍
馬
防
疫
■
）
へ
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
新
衣
服
と

交
換
し
て
帯
剣
、
銃
一
丁
に
て
出
発
し
、
四
月
四
日
同
隊
到
着
、

四
班
編
制
の
各
班
に
編
入
さ
れ
た
。
約
一
カ
月
間
は
軍
事
訓
練

を
実
施
さ
れ
、
後
、
各
希
望
部
署
に
配
属
さ
れ
た
。

各
部
署

部
署
に
は
事
務
、
検
査
、
■
舎
、
自
活
（
農
業
）
な
ど
が
あ

っ
た
。
自
分
は
初
め
自
活
部
に
配
属
さ
れ
た
。
部
隊
の
近
く
や

三
里
も
遠
い
所
に
農
場
が
あ
っ
た
の
で
二
人
で
そ
ち
ら
で
寝
泊



り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
次
に
は
■
舎
勤
務
と
な
っ
た
。

兵
舎
は
四
分
の
一
が
地
下
の
組
立
小
屋
の
丁
種
建
築
で
、
冬

が
長
く
て
し
か
も
零
下
数
十
度
の
寒
さ
で
あ
る
。
無
論
兵
舎
内

で
は
ペ
ー
チ
カ
を
焚
い
て
暖
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

蹄
鉄
工
務
兵
の
修
業

昭
和
十
八
年
八
月
よ
り
蹄
鉄
工
務
修
業
兵
と
し
て
満
州
第
六

二
五
部
隊
勤
務
と
な
り
、
蹄
鉄
を
作
っ
た
り
馬
の
蹄
に
打
ち
付

け
た
り
し
て
な
か
な
か
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

十
月
三
十
日
、

同
修
業
兵
を
終
了
し
て
原
隊
に
復
帰
し
た
。

南
方
戦
線
転
属

昭
和
十
九
年
に
な
る
と
、

南
方
戦
線
へ
転
属
す
る
者
も
あ
り
、

帯
剣
や
小
銃
等
を
相
当
持
参
し
て
行
っ
た
の
で
部
隊
の
兵
器
は

相
当
減
少
し
て
い
た
。

ソ
連
軍
侵
攻

二
十
年
八
月
八
日
、
突
如
ソ
連
の
空
襲
次
い
で
来
襲
、
弾
薬

も
兵
器
も
不
十
分
な
我
が
隊
で
は
あ
る
が
直
ち
に
参
戦
の
準
備

を
し
た
。
新
被
服
（
冬
服
）
の
配
給
、
携
帯
食
糧
の
配
給
等
を

し
て
出
動
準
備
を
し
た
。

九
日
に
は
牡
丹
江
省
大
肚
子
川
ま
で
斥
候
に
行
っ
た
。（
下

士
官
斥
候
長
、
兵
二
名
）
既
に
住
民
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

出

動

十
日
朝
、
貨
物
自
動
車
七
台
に
器
具
、
食
糧
な
ど
を
載
せ
分

乗
し
て
出
発
し
た
。
羅
子
溝
に
て
部
隊
全
員
集
結
し
て
進
行
方

向
を
決
め
、
二
個
分
隊
に
て
進
ん
だ
。
我
が
隊
は
隊
長
小
林
中

尉
殿
、
自
動
車
二
台
で
進
み
十
四
日
に
大
咸
■
に
到
着
し
て
、

ソ
連
の
戦
車
が
来
攻
す
る
と
言
う
の
で
そ
の
準
備
を
し
て
待
機

し
た
が
、
来
な
か
っ
た
。

終
戦
伝
達

十
六
日
に
な
っ
て
終
戦
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
達
さ
れ
た
。
そ

れ
よ
り
毎
日
雨
多
く
道
の
悪
い
所
を
苦
労
し
て
行
軍
し
、
九
月

二
日
東
京
城
に
て
第
二
六
九
大
隊
に
入
り
、
ソ
連
軍
の
指
揮
下

に
入
る
。
二
道
河
子
に
て
武
装
解
除
を
受
け
、
毎
日
行
軍
し
て

九
月
十
二
日
牡
丹
江
に
到
着
集
結
し
た
。
十
六
日
、
東
京
ダ
モ

イ
と
騙
さ
れ
て
、
上
下
二
段
の
有
蓋
貨
車
に
積
み
込
ま
れ
、
家

畜
並
み
の
扱
い
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
経
て
長
途
シ
ベ
リ
ア
に
送

ら
れ
、
九
月
二
十
七
日
午
後
三
時
こ
ろ
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
駅
に

到
着
。
そ
れ
よ
り
徒
歩
に
て
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
地
区
第
八
収
容

所
へ
四
時
半
ご
ろ
到
着
し
た
。



収
容
所
と
作
業

収
容
所
へ
は
他
部
隊
の
人
と
共
に
四
百
人
ぐ
ら
い
で
入
っ
た
。

こ
の
収
容
所
は
元
ソ
連
の
罪
人
を
入
れ
た
所
ら
し
く
、
二
階
建

て
で
二
棟
も
あ
り
相
当
な
面
積
で
あ
っ
た
。
到
着
し
て
か
ら

我
々
の
手
で
周
囲
を
三
重
に
鉄
条
網
で
囲
っ
た
り
、
便
所
な
ど

も
作
っ
た
り
し
た
。

衣
服
類
は
そ
の
時
々
に
適
し
た
も
の
を
貸
与
さ
れ
た
。
作
業

の
行
き
帰
り
に
は
営
門
で
人
員
調
べ
を
し
た
。
ソ
連
の
兵
士
は

掛
算
が
で
き
な
い
の
か
、
四
列
縦
隊
に
並
ん
で
い
て
も
前
よ
り

一
人
ず
つ
数
え
て
調
べ
る
の
で
五
分
も
十
分
も
か
か
る
の
で
、

寒
い
と
き
は
足
踏
み
を
し
て
待
っ
た
も
の
で
あ
る
。
仕
事
に
行

き
、
帰
り
に
は
前
面
に
将
校
と
前
後
左
右
に
自
動
小
銃
を
背
負

っ
た
兵
士
が
二
人
ず
つ
護
衛
を
し
て
い
た
。

最
初
の
仕
事
は
一
里
ぐ
ら
い
歩
い
て
馬
鈴
■
の
収
穫
で
、
農

場
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
組
合
農
場
）
で
七
十
町
歩
も
あ
り
男
爵
芋

で
あ
っ
た
。
土
は
黒
っ
ぽ
く
て
、
無
肥
料
で
よ
く
で
き
た
ら
し

か
っ
た
。
帰
り
に
は
服
や
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
き
て
、

夜
ペ
ー
チ
カ
で
焼
い
て
食
べ
た
。

十
一
、
十
二
月
は
山
林
伐
採
作
業
で
収
容
所
よ
り
一
里
ぐ
ら

い
歩
い
て
行
っ
た
。
山
は
天
然
林
で
樅
、
白
樺
、
唐
松
な
ど
が

多
く
、
平
坦
地
は
少
な
か
っ
た
。
器
具
は
二
人
用
鋸
、
お
の

（
タ
ポ
ー
ル
）
で
二
人
一
組
に
な
っ
て
作
業
を
し
た
。
ノ
ル
マ

は
二
人
で
四
立
方
メ
ー
ト
ル
（
二
メ
ー
ト
ル
長
さ
の
木
、
二
メ

ー
ト
ル
幅
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。
場
所
が
悪
い
と

な
か
な
か
大
変
で
あ
っ
た
。

二
十
一
年
一
、
二
、
三
月
は
　
①
雪
か
き
作
業
（
道
路
他
）

②
■
瓦
工
場
の
■
瓦
運
搬
作
業
　
③
貨
物
列
車
の
粉
炭
下
ろ
し

作
業
（
ノ
ル
マ
は
二
人
で
一
車
）
　
④
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
停
車

場
の
貯
炭
場
の
消
火
作
業
。

二
十
一
年
四
、
五
、
六
月
は
　
①
山
林
伐
採
作
業
　
②
馬
鈴

■
の
植
付
作
業
で
、
男
爵
芋
二
尺
×
一
尺
に
無
肥
料
で
植
付
け

た
。二

十
一
年
七
、
八
、
九
月
は
　
①
山
林
伐
採
作
業
　
②
馬
鈴

■
と
甘
藍
の
中
耕
除
草
作
業
で
、
い
ず
れ
も
指
導
者
が
カ
ツ
サ

ラ
イ
を
使
っ
て
指
導
し
た
。
悪
け
れ
ば
叱
り
、
や
り
直
さ
せ
た
。

二
十
一
年
十
、
十
一
、
十
二
月
は
　
①
馬
鈴
■
の
収
穫
作
業

②
山
林
伐
採
作
業
で
あ
っ
た
。

二
十
二
年
一
、
二
、
三
月
は
　
①
山
林
伐
採
作
業
　
②
雪
か



き
作
業
（
道
路
、
大
工
場
）
　
③
開
墾
作
業
（
ブ
ル
で
起
こ
し

た
あ
と
の
な
ら
し
作
業
等
）
で
あ
っ
た
。

収
容
所
の
転
属

二
十
二
年
四
月
三
日
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
地
区
第
一
収
容
所

へ
二
十
人
ぐ
ら
い
で
転
属
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
収
容
所
は
非
常

に
大
き
く
千
人
ぐ
ら
い
い
た
。
仕
事
は
建
設
作
業
で
、
工
場
な

ど
建
築
の
基
礎
工
事
で
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
に

シ
ャ
ベ
ル
で
掘
る
の
だ
が
、
地
面
が
凍
っ
て
い
る
の
で
地
面
で

火
を
焚
い
て
溶
か
し
て
か
ら
掘
る
よ
う
に
し
た
。
作
業
地
ま
で

の
往
復
に
は
二
列
行
進
で
、
シ
ャ
ベ
ル
を
担
い
で
「
赤
旗
の

歌
」
を
歌
っ
た
。
共
産
思
想
の
盛
ん
な
収
容
所
で
あ
っ
た
。

給

食

第
八
、
第
一
収
容
所
と
も
労
働
は
し
て
も
給
与
は
悪
く
、
朝

は
パ
イ
缶
半
分
ぐ
ら
い
の
高
粱
か
燕
麦
の
お
粥
に
、
パ
イ
缶
半

分
ぐ
ら
い
の
干
タ
ラ
の
塩
辛
い
だ
け
の
ス
ー
プ
、
昼
は
百
グ
ラ

ム
の
黒
パ
ン
に
ス
ー
プ
、
晩
は
朝
と
同
じ
よ
う
な
食
事
で
、
時

に
は
皮
付
き
の
高
粱
や
粟
の
お
粥
の
と
き
も
あ
っ
た
。
皮
付
き

粟
の
お
粥
は
糞
詰
ま
り
と
な
り
や
す
く
、
そ
れ
で
死
ん
だ
人
も

い
た
。

栄
養
失
調
に
て
入
院

二
十
二
年
五
月
五
日
、
自
分
は
栄
養
失
調
に
て
心
臓
の
鼓
動

に
変
調
を
来
し
た
の
で
軍
医
の
診
断
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
入
院

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
病
院
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
一
病
院
で

五
、
六
人
の
人
と
一
緒
に
ト
ラ
ッ
ク
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
入
院

し
た
。
私
物
は
一
纏
め
に
し
て
病
院
の
倉
庫
へ
預
け
、
病
院
の

衣
服
に
着
替
え
た
。
病
院
内
は
二
段
式
ベ
ッ
ド
で
自
分
は
下
段

だ
っ
た
。
上
段
の
人
が
小
便
を
漏
ら
し
た
と
き
は
困
っ
た
。
動

け
る
人
は
交
代
で
食
事
当
番
を
や
っ
た
。
ま
た
、
で
き
る
人
は

毎
朝
体
操
な
ど
も
や
っ
た
。
医
師
は
女
医
が
多
く
、
看
護
婦
は

大
変
親
切
で
、
一
晩
中
苦
し
が
っ
た
日
本
兵
に
不
眠
で
付
き
添

っ
て
い
て
く
れ
た
が
、
そ
の
日
本
兵
は
朝
方
亡
く
な
っ
た
。

退
院
、
帰
郷

病
院
の
食
事
は
収
容
所
に
比
べ
れ
ば
大
変
よ
く
て
、
米
の
飯

や
黒
パ
ン
の
量
も
多
く
、
薬
を
飲
ん
だ
の
で
約
一
カ
月
し
て
体

調
は
大
分
よ
く
な
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
日
、
医
務
室

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
透
視
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
軍
医
が
大
声
で

ハ
ラ
シ
ョ
ー
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
六
月
五
日
に
退
院
し
て
、

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
駅
を
出
発
し
て
帰
還
の
途
に
つ
い
た
。



六
月
五
日
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
駅
出
発

六
月
八
日
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

六
月
十
一
日
～
十
六
日
、
ナ
ホ
ト
カ

六
月
十
九
日
～
二
十
二
日
、
西
舞
鶴

六
月
二
十
三
日
、
自
宅
到
着

二
カ
月
間
休
養
し
て
体
調
を
整
え
、
九
月
よ
り
新
制
中
学
校

教
諭
と
し
て
平
田
村
立
平
田
中
学
校
へ
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

抑
留
生
活
で
の
地
獄
と
極
楽
　 

和
歌
山
県
　
松
本
博
文
　 

大
正
十
四
年
三
月
十
日
出
生
。
三
歳
の
と
き
父
を
亡
く
し

（
警
察
官
で
あ
っ
た
父
は
日
置
で
釣
り
中
、
事
故
死
し
た
た
め
、

顔
も
覚
え
て
い
な
い
）

、
七
歳
の
と
き
母
と
別
れ
伯
父
の
家
で

養
育
を
受
け
、
農
学
校
卒
業
後
、
朝
鮮
総
督
府
の
穀
物
検
査
所

に
就
職
。
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
釜
山
支
所
に
赴
任
。
昭
和

十
九
年
十
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
羅
南
奏
二
一
一
五
四
部
隊

歩
兵
中
隊
に
入
隊
。
一
期
の
検
閲
後
間
も
な
く
二
十
年
四
月
上

旬
、
北
鮮
訓
戎
ま
で
行
軍
、
陣
地
構
築
に
挺
身
。
途
中
北
鮮

の
古
茂
山
を
通
過
す
る
と
き
、
西
林
中
尉
殿
に
「
お
い
、
松
本

君
で
は
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
驚
き
と
嬉
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
っ
た
（
紀
南
農
学
校
の
園
芸
の
先
生
）

。

連
日
、
訓
戎
の
陣
地
に
お
い
て
■
壺
掘
り
を
す
る
こ
と
三
カ

月
余
、
八
月
に
入
り
飛
行
機
の
飛
来
し
き
り
と
な
り
、
焼
夷
弾

を
落
と
し
始
め
た
。「
こ
れ
は
お
か
し
い
ぞ
、
た
だ
ご
と
で
は

な
い
、
ソ
連
と
開
戦
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
弾
薬
を
取
り
に
行

く
や
ら
大
慌
て
で
鉄
橋
を
落
と
し
た
り
道
路
を
破
壊
し
た
が
時

既
に
遅
く
、
二
～
三
日
後
、
ソ
連
軍
が
怒
濤
の
ご
と
く
川
（
豆

満
江
）
を
渡
り
押
し
寄
せ
て
く
る
様
子
が
肉
眼
で
も
確
認
で
き

た
。
日
本
軍
は
兵
器
も
な
く
（
私
は
本
来
四
一
山
砲
で
あ
っ
た

が
、
弾
丸
な
ど
皆
無
）

、
小
銃
は
三
人
に
一
挺
ぐ
ら
い
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

陣
地
を
捨
て
本
隊
に
戻
る
と
、
今
ま
で
攻
撃
の
続
い
て
い
た

砲
声
が
は
た
と
や
ん
だ
途
端
、
日
本
は
降
伏
し
た
と
の
情
報
を

初
め
て
知
る
。
時
は
八
月
二
十
二
日
こ
ろ
で
、
終
戦
か
ら
一
週

間
く
ら
い
過
ぎ
て
い
た
。




